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南極の航空安全に関する専門家会議及び南極
条約筋膜準備会議に出席して
吉 田 栄 夫
標記の会議がそれぞれ1989年5月2日一5日 及び5月
9日一12日,パリの国際会議センターで開催 された.前
者は,1987年リオデジャネイロで開かれた第14回南極条
約協議会議の勧告 働 告XIV-9)に基づいて行われた
ものであり,これに関連した南極研究科学委員会設営部
会での討議もすでに行われてきた,後 者は本年10月に予
定されている第15回南極条約会議のための議題の検討な
どの準備をする会議である.
L航空安全会議は,衝突事故の防止,飛 行作業に関して
の各国の協力,遭 難があったときの捜索や救難活動の改
善策などについて協議し,協議会議にその結果を報告す
ることになっている,あ らか じめ各国の南極での飛行作
業に関する質問票が勧告X工V-9の 添付書 として示 さ
れており,資料の一部とされた.討 議は協議国のみによ
って行われたが,中国,イ ンドが欠席 し,20ヵ国の代表
が集った,イ タリアのように運輸省民間航空局長のチア
バレリ女史が首席代表となった国もあったが,ソ 連のコ
ロ トケビッチ,西 独のコーネン,あるいは米のスカリー,
英のヒープの ように,我 々になじみの深い南極関係者や
外交官が代表 となった国が多かった.わが国からは航空
機に関する専門的知識はないが,南 極での運用について
僅かな経験がある者として筆者が,在 仏日本大使館の市
川書記官とともに出席することとなったのである.こ う
した各国代表のほか,関係機関の専門家として国際民間
航空機関(1CAO),国際電気通信連合(ITU),インマル
サ ット機構,　WMO,　COSPAS・SARSAT(人工 衛星 を
利用 した緊急時の位置決定システム),　SCARからの代
表が参加した,
南極での航空機の安全 ということでは,まず機体の故
障や天候の急変による墜落,行方不明 ということがあり,
またごく限られた場所,機 会にはニアミス,衝突もある
かも知れない,他 大陸からのアプローチの航空路 をどう
するか,地 上からの観測ロケット,バルーンなどの飛翔
体による障害も起 りうる.現在の飛行はほとんどが観測
活動とその支援活動として行われているが,民 間の探検
隊に伴う飛行や商業飛行 もあろう.1979年ll月のニュー
ジーランド航空のエ レバス火山での墜落事故の記憶は忘
れることはできない.
そこで,こ うしたことに対処するにはどうしたらよい
か,民 間航空の安全と発展のため運航技術の改善を図っ
ているICAOやそのほかの関連機関の知恵,方 式をど
う導入するかなどがこの会議で話 し合われたのである.
最近の人工衛星測位装置(とくにGPS)や衛星通信シス
テムといった新 しい技術の導入による運航の効率化 と安
全確保,　COSPAS・SARSATシステムに よる遭難機の
正確かつ迅速な発見などといった1CAO関連の将来の
方法に注目して,そ の南極への適用に積極的でありたい
とする国がある一方で,南 極での現実をよくみて議論し
たいとする国一とくに実際に運用をしている国一もあっ
た.南極では一般に極めて飛行密度は小さく,しかもほ
とんどは軍やほかの政府機関による運航で,民 間航空を
対象とする1CAOとの関係は慎重であるべきこと,地
上の飛行援助施設や人員は乏 しく滑走路 も通常のものと
異るところがほとんどで,普通なら期待できるサービス
は受けられないことなどに注意を喚起 したいとする.ま
た観測のための飛行機を飛ばしている国は,そ れぞれ事
故防止のための努力を払っているのである.国際民間航
空条約は,民間機は事前の許可なく外国の領空を飛行で
きるとしているが,そ のためには二国間の航空協定 をあ
らかじめ結ぶことが必要である,南極はこれに関連して
公海上 と同じという話 も出たが,つ き詰めると領土権問
題の蓋が開く恐れもあるかも知れない,
種々議論の末,第15回協議会議に対 して,1)南極の現
行の状況と特有の自然 を勘案 しつつ,　1CAOの考え方を
参照 して南極の航空安全対策を案出すること,2)飛行計
画について毎年9月1日 までに情報交換を行 うこと,3)
ハンドブックの作成を図ること,4)各国の実際の飛行に
関しての情報交換を行 うため主航空情報基地(局)を定め,
また船舶を含む副情報基地を定めること,5)上記の基地
でカバーする地域外では,特定の周波数の電波による航
空機からの運航通報(T[BA)を行うこと,6)パイロット
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に南極条約第7条 及び勧告X-8〔観光 と非政府探検隊の
影響)を周知 させること,7)WMOによる気象データの
収集と交換の努力を推奨すること,8)主航空情報基地は
適切な通信施設を備えること,この際インマルサ ットを
考慮すること,9)南極の航空オペレーションに関連 して,
COSPAS・SARSATシステムで発信 された緊急位置通
報の受信人となるべ き連絡所を指定 してお くこと,10)
ICAOの枠組で開発 された衛星による通信及び航法シス
テムが航空安全を改善すると考えられるので,こ うした
システムについて研究すること,の10項目に上る事項を
提案することとした.こ れは協議会議で改めて検討 され
るが,そ の多くが勧告として採択されることが予想され,
そうなればわが国も対応 を迫られることになろう.
2.協鰻会議準備会禎の主な目的は,冒頭に述べたように,
本会議の議題の整理,調 整である.前回の第14回協議会
議は1987年リオデジャネイロで開かれたが,こ のときの
勧告,こ れを含む報告書の中で,次 回に検討すべきこと
がふれられている,今回の準備会議では,仏政府はこれ
に基づいて仮議題を用意して会議を開いた.これは前項
と異なり,22ヵ国の協議国のほか自由に発言しうるオブ
ザーバー国としてその他の加盟国も参加する.加盟国は
16ヵ国と思っていたら,コ ロンビアを加え17ヵ国となっ
ていた.加盟通報の書類は筆者の出発までに届いていな
かったらしい.この会合にはわが国からは,在仏の今川
公使,市 川書記官のほか,外 務省科学課の椀企画官,文
部省国際学術課の山木監理官と筆者が参加 した.ち なみ
に市川書記官は仏で2年 間の研修を終え,さ らに1年余
り勤務 した若 き才媛である,
議題については,その背景説明や意図,あ るいは勧告
案の形式など示 した各国か らの書面による提案(ペー
パー)が出されることがよくあ り,これらの討議がなさ
れる,こ とに,あ らかじめ決められていたこと以外の課
題が議題として取上げるように主張するにはこうした手
法が多く用いられる.
来るべき第15回協議会議では伝統的な 「南極気象学と
電気通信」「観光 と非政府探検」などの議題のほか,前
述の 「南極の航空安全」や今後重大な問題として対応を
迫られる 「廃棄物処理」など,あ らかじめ準備されたも
のだけでもかな り多くの重要な事柄が取上げられる.そ
して今回の準備会議で,さ らにいくつかの提案があった,
「環境保護のための追加措置」 とされていたものが 「南
極環境とそれに依存しまた伴う生態系の保護のための包
括的措置」となった.こ れが勧告として採択された場合,
その内容によっては受諾のための国内立法が必要 となる
か も知れない.「オゾン層を含む全地球的環境変化の理
解と監視における南極の役割」 も入った.「海洋汚染」
「南極 海域 の海図作 成におけ る協 力」 は明 らかに,
1988/89年シーズンに起った南極半島域での海難事故を
反映 している.昨年の鉱物資源条約採択に際 して改めて
浮上 した 「南極の氷の利用」も付加 された,
以上のように,最近の環境問題に対する世界的関心の
高まりと,1991年の南極条約見直し時期の到来を背景と
して,準 備会議からの本会議への議題の提案は,著 しく
ふくらむことになったのである.
(筆者:国 立極地研究所資料主幹)
南極観測国際シンポジウム(於中国,杭州市)
に参加 して
小 野 高 幸
5月8日 よb12日までの5日間,中 国杭州市において
南極観測国際シンポジウムが開かれ,日 本からは永田武
先生をはじめ,極 地研究所より神沼,大 山,佐藤,山 内
の各先生方と筆者の5名.計6名 が参加 した,筆者にと
って中国は初の訪問であ り,また中国が独自に企画した
国際シンポジウムとあって太いな期待と興味 を持って日
本を出発 した,7日 午後1時 上海の空港へ着いた我々を,
中国極地研究所長のDongさん達がにこやかに出迎えて
織:姦騙 詔霧 こ;㌻㌶ 嘉誓豊 ●
トの入手が大変難 しく,2週 間前でないと手に入らない
そうである.上海から杭州までは200Km足らずの道の
りであるはずであったが途中道路工事に出会って延々と
遠回りをすることになった.く たくたになりながらも,
車窓から見える街角や田園の風景,自 転車で夜遅 くまで
往 き来する人々の姿は大変懐 しさを覚え,充 分に楽しむ
事ができた,結 局7時 間を走 り続けて.杭 州市にたどり
着いた時には夜10時をとうに過ぎてお り,ホテルのレス
トランに間に合ったのは実に幸運であった.
シンポジウムは翌朝9時 より,我々の宿泊している黄
龍飯店にて始 まった,国 外からは約30名が参加したが,
中国からは多分200名くらいであろうか,大 勢の参加者
が集まっていたのには驚いてしまった.実は.南 極観測
が始まったばかりの中国ではそれ程多くの研究者が関心
を持 っていないだろうと先入観があったからである.国
外からの参加は,ア メリカ(8名),日本(6名),イギリ
ス(3名〉,ソ連(3名),オース トラリア(2名〉,西ドイ
ζ撃 話㌃㍑ 鉋:、謝 負㌃㌫ ●
名)で あ り,各 国 と も今 回 の シ ンポ ジ ウ ム に は高 い 関 心
を持 って い る 事 が うか が わ れ た.さ て5月8日 と9日 は
総 合 討 論 と し て主 催 者 側,　SCAR代 表 か らの 挨 拶 等 の
後,中 国(12件),イギ リス(2件),ア メ リ カ(1件),ス
ウ ェ ーデ ン(1件),ソ 連(2件),西 ドイ ツ(1件),日 本
(永田 先 生,1件),オ ー ス トラ リア(1件)の 講演 が 行 わ
れ た.こ れ らの 内 筆 者 が 関心 を持 つ 超 高 層 物 理学 の 分 野
で の 講 演 は イギ リ ス と 日本 の 各1件 のみ で あ った.中 国
の 講 演 中,東 南 極 デ ー ビス 基 地(オ ー ス トラ リ ア)の近 く
に 中 山基 地(69°22'2イ(S),76e22'40"(E);NNSS測位 座
標 系)を 新 た に建 設 した 事 が 紹 介 され 筆 者 も この 点 に は
強 い 関心 を持 った.と い うの も,中 山基 地 は地 磁 気 緯 度
で は75°を 越 えて オ ー ロ ラ帯 と極 冠 域 の 境 目近 くに 位 置
す る事 と な り,現 在 オー ロ ラ現 象 の研 究 分 野 で は特 に注
目を浴 び てい る領 域 にあ たる た め で あ る.こ の ため 超 高
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層 物 理 の 研 究 者 か らは ぜ ひ中 山基 地 で オー ロ ラ観 測 を行
う様 提 言 がな され てい た.ま た イ ギ リ スか ら はハ レー 基
地 で のHFド ップ ラー 観 測 結 果 の 紹 介 が 行 わ れ た が,演
壇 にL:t/ったRycreft博士 か ら は 昭 和 基 地 に お け るHF
レー ダ ー 建設 と こ れ を用 い た 共同 観 測 の 実 施 が 強 く要 請
され た点 が印 象深 か っ た,
10日と11日は[A)海洋 化 学 系,　IB迦学 ・地 球 物 理 系,及
び〔C拭象 ・雪 氷 ・高層 大 気系 の3グ ル ー プ に分 か れ て の
討論 とな り,会 場 も別 の ホ テ ル に移 さ れた.超 高 層 物 理
関 係 は{Cの グ ル ー プ に 入 れ ら れ て お り,佐 藤 夏 雄 さん
(3件)と筆 者(3件)は こ の 中 で講 演 を 行 っ た,筆 者 は25
次 隊 の ロ ケ ッ トに よ る オ ー ロ ラ観 測 の 抜 粋 と.単 色 光
オ ー ロ ラTV観 測 に つ い て 講 演 を行 っ た が,中[9][Nに
は オ ー ロ ラ光 学 観 測 を行 って い る研 究 者が い な い ため か,
質 問 や コ メ ン トは イギ リス のRycroft博ヒか ら だ け とい
う予 想 され た 通 りの結 果 とな り,少 し寂 しい気 が した.● しかし将来,中 国基地でオーロラの観測と研究ができる
様になれば,筆 者の講演を思い出してくれる研究者が出
て くるであろうと期待 したい.
シンポジウムは12日の杭州市内見学で全 日程を辛冬tし,
筆者は永田先生,佐 藤さんとともに翌日,国家海洋局第
:海洋研究所を見学 した後帰途に着いた.
今回の中国訪問で最 も強 くE|1象に残ったのは,中 国の
南極研究を早 く世界で通用する.・級の ものにしたいとい
う強い意志の様なものを感 じた点である.研究の水準が
未だ未熟である点は多分中国の研究者 も自覚 している事
であろうが,こ の様なシンポジウムを独自に開き,さ ら
に新 しい観測基地を建設する等,研 究に対する積極的な
姿勢を強 く感じる事ができた.この様な印象は先年キン
グジョージ島を訪問 して中国の長城基地や他の南アメリ
カ諸国の基地を見学 した時に感 じた事 と同質のものであ
った.も う・・つここで報告 しておきたい事は昭和基地や
みずほ基地のデータを用いて長城基地のデータと比較し
た研究報告がいくつか有 り,データが有効に利用されて
いる事を見た点である.今 後も人やデータの交流を活発
に行い,中 国の研究者仲間と良い協力関係 を築いてゆき
たいと切望する.
折 りしも新聞やテレビは我々の帰国後に起きた天安門
事件の後遺症の深刻 さを伝えているが,中 国の南極研究
が今後 もたゆむことなく発展する!ドを願 う次第である.
(筆者:国立極地研究所オーロラ資料部門助手)
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西堀栄三郎氏逝 く
南極観測国際 シンポジウム参加者
北 村 泰 一
西 堀 栄 三 郎 氏 は,1989年4月13日'ド前8時35分,86歳
の 多彩 な生 涯 を 閉 じた.奇 しく もそ の時 刻,30余 年 前 に
第1次 南極地域観測隊を乗せた宗谷が出発 したその同 じ
晴海埠頭に,第30次越冬隊を運び終えた 『しらせ』が静
かに接岸 した時でもあった,
いま.日本の南極事業の創世期時代を想いおこす時,
西堀氏の果した功績は誠に大きいものであったといわね
ばならない.朝 日新聞社から端を発 し,学術会議と文部
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省 が 『南 極』 を国 家 事 業 と して は じめ よ う と した時,第
1年 目の 越 冬 はそ の 計 画 に は な か った.西 堀 氏 は こ の 第
1年 目か らの 越 冬 を強 く主張 した.い まで こそ,越 冬 は
何 の 不安 もな く行 わ れ て い るが,当 時,越 冬 は 大 変 な 危
険 を伴 う もの と 考 え られ て い た.今 日で い え ば,『 日本
の ロ ケ ッ トで 隊 員 を月 へ お く り越 年 さす』 とい う計 画 に
似 て い る.日 本 に は まだ 月 まで航 行で きる ロケ ッ トは な
い が,こ れ か ら間 に 合 う よ うに 開 発す る ,と す る と,第
1回 目は 月 の 周辺 を偵 察 し,第2年 目に 着 陸 す る,と い
うの が,い わ ば 「常 識.一正統 的 な 考 え」 で あ ろ う.
西堀 氏 の 主 張 は,こ の 第1年 目 の越 冬 な しに は,そ の
目的 とす る 第2年 目の越 冬観 測 の 成功 は お ぼ つ か な い,
と い う もの で あ った.結 果的 に は その 言 葉 通 りに な っ た.
い ま思 え ば偶 然 と しか ほ い様 が な いが,第1年 目は氷 の
状 態 が 良 くて 、宗 谷 は スル スル と リュ ッ ォ ・ホ ル ム湾 の
奥 に 入 り,そ して 昭 和 基 地 を建設 した.だ が 第2年 目 に
は打 っ て 変 わ って 氷状 が 悪化 して いて,宗 谷 は厚 い氷 に
閉 ざ され,無 為 の ま ま毎 日昭 和 基 地 か ら遠 ざか る方 向 へ
流 されて い っ た.舵 は 曲 が り,ス ク リュ ー は折 れ,そ し
て ア メ リカ の 砕氷 艦 に助 け出 され て再 突 入 を試 み た が,
結 局 は第2次 越冬 隊 を 送 りこ み得 ず,本 観 測 を断 念 した.
も し,第1次 越 冬 自体 が 存在 しな けれ ば,第2次 遠 征 の
失 敗 に よ り.日 本 の 力 で はや は り南 極 は 無理 で は ない か
と して世 論 の 支持 が 得 ら れず,日 本の 南 極 事 業 は挫 折 し
た か,少 な く と も10年～20年の遅 れ を 見せ た こ とで あ ろ
う.
越 冬生 活 に して も,西 堀 氏 な ら で はの 話 題 が数 多 く残
さ れ てい る.越 冬 を 開始 して 問 も な く.送 信 機 の 真空 管
が 次 か ら次 へ と ダメ に な り、 その ま まで は 間 もな く日本
と交信不能に陥ろうとした時があった.西堀氏はその時,
熱と重力のためにフィラメントがグリッドに接触するこ
とが原因であることを突 き止め,真 空管を 『サカ斗吊
り』にして,だ ましだまし,と うとう手持ちの真空管で
1年間もたせた.送 信不能になったところで,越 冬生活
そのものに破局をきたすことはなかったにせよ,越冬中
の諸機材の様子を文部省におくり,第2次 本観測隊の準
備に役だてるという第1次 隊の使命は果たせなかったに
違いない.ま た,1年 後の宗谷接近時の 『あの混乱jを
思えば,あのとき,も し宗谷と基地が通信不能に陥って
いたとしたら,第1次 越冬隊の宗谷への帰還はあれほど
スムーズにおこなわれていなかったに違いない.大 混乱
に陥 り,場合によっては.今 日の日本の南極の歴史に影
響が及ぼされていたかもしれないとさえ考えられる.
西堀氏は昭和3年,京 都大学理学部化学科を卒業 し,
講師 として研究に従事,「真空内化学反応1の 研究で理
学博1:を得て助教授.こ の時,も し森 二郎 という人物
に逢っていなければ.大 学教授への道を歩んだことにな
っていたかも知れない,あ る時,西 堀氏はこの森氏に技
術とは何かを尋ねた.「H本の坊主は400年間お経を読み
違えて民衆をだましおった.西堀君,そ の.'ILfAを発見す
るのが技術とい うもんや……」.その森氏のすすめで昭
和11年東京電気 硯 東芝)に入社.こ うして,『学問 も人
間社会に役立ててこそ,そ の価値がある.科学〔理学)は
尊重 されて しかるべきだが,そ れを実用化し,人間社会
に応用する人がなければ役に立たない」,とする西堀氏
の技術者としての歩みがはじまった.
西堀氏を語ろ うとすれば,そ の 『顔』の余りにも多岐
多彩 さに筆がす くむ.ガ ラス細工から始まり,半導体,
真空管,品 質管理,南 極,山 岳ヒマラヤ,原 子力,原船,
はてはf雪 山讃歌」などなど.そ して,そ のいずれの分
野でも,西堀氏は時代を先取 りした存在であった.西堀
氏の真骨頂は,『常識」 を破るところにあった.『常識』
とは,別の言葉でいえば 「その時代の平均値」である.
西堀氏の時計は少 し早く回っていたらしい,そ のために,
人々は,その時点で氏 を理解することが出来なかったこ
ともしばしばあった.第1年 目の越冬の必要性 を学術会
議で説いた時,fそれは自殺行為に等 しい」という言葉
が飛び交ったほどであった,あ る人は,西堀氏を 『真夜
中のニワトリ』 と評した.ニ ワ トリというものは夜明け
に鳴 くものだが,西堀氏のニワ トリは 『真夜中』に鳴く
というのである.西堀氏は,こ の評 を案外気にいってい
た様子であった.
西堀氏はまた徹底した実践主義者であった.その西堀
氏がアンデレ西堀栄三郎として天に召 された.病に伏し
た今年1月 頃から,急に宗教書がその枕もとに積まれ出
したという.
西堀氏は実に多くの人々に愛 された.い や,多 くの
人々を愛 したというのが正しいかも知れない.会葬に集
まった人々は,80歳台から20歳台の若い娘 さんに及び,
その多 くが聖堂からあふれ出ていた.三高時代からの友
である佐島敬愛氏の弔辞は鳴咽で始まり,遂に言葉にな
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らなかった.最 後のお別れの時.家 族の一人一人がそれ
ぞれの思いをこめた品々を西堀氏のそばに置いた.胸 の
上には,「パパ,パ パ,長 い間 ほん とに ほん とに
ありがとう」 とあった.家庭にあっても,愛 し愛されて
いた西堀氏であった.長 男の岳夫氏が最後に,「父は今
ごろ未知の土地で,好奇心いっぱいにキョロキョロしな
がら天国への道を歩んでいるに違いありません」 と結ん
だ.西堀氏を知る人々には,目 に見えるような思いがし
たに違いない.
(筆者:第1次 越冬隊員,九 州大学理学部教授)
ヒトに関する南極一宇宙関連研究に関する国
際会議
森 本 武 利
SCARの ヒ トの生 理学 お よ び医 学作 業委 員 会
(WGHBM)は,上記の特別委員会 を発足させ,そ の第
…回の会合が本年6月12-13日にスコットランドのアバ
ディーンにおいて行われた.参 加者はオース トラリア,
フランス,日 本,ノ ルウェー,英 国,お よび米国の
WGHBM委員のほか,　NASAの代表および数名のオブ
ザーバーであった.
この会が持たれたのは,最近多くの国で将来のスペー
スステーションにおいて乗組員のおかれる条件が,南 極
越冬隊員のそれと多くの共通点を持つことが指摘 され,
これらの問題について研究を進める気運が高まって来た
ためである.
会議ではまずこの問題を国際協力事業とすることによ
り,単に調査結果のデータベースを大きくすることが出
来るに止まらず,将 来予測される文化並びに人種の異な
った研究者が.同 一のスペースステーションで共同生活
を行うための基礎データが得 られ,宇宙開発における多
国間協力に不可欠であることが確認された.次いで南極
基地と宇宙ステーションにおける共通の医学的問題点の
リスト作りから始め,そ のうちでも特に南極越冬基地お
よび宇宙ステーションにおけるヒ トの安全性に重点を置
くことになった.具体的なテーマとしては,隔離集団内
での感染症の問題および心理学的なスクリーニングが挙
げられ.前 者の研究に関しては免疫能の変化を各国平行
して測定することとし,また後者の点に関しては従来心
理学的に問題者を発見することに重点がおかれていたが,
今後は南極越冬ないしは宇宙基地での研究成果並びに安
全性の確保に基本的な役割を持つ.隊 長.医 師,技 術者
の選抜についてpositiveな面からの選抜を考え,ま たこ
れを各国が同一方式のテス トを用いてその結果を比較 し,
人種の異なった研究者が同一の宇宙基地に乗 り込んだ場
合の問題点を検討する手がかりとすることが提案された.
すでにNASAで はこの分野の専門の研究者をおいて
おり,またEC諸 国でも共同研究が始まっているとのこ
とである.日本としても是非なんらかの協力が必要と考
えられる.
なお今回の会議場となったアバディーンのサバイバル
センターは.北海油田の開発に参加する人に,予 想され
る各種の事故や避難渋に関 しトレーニングを行う施設で
あ り,また英国の南極基地の医師はこの施設から派遣さ
れるとのことで,南 極基地での隊員の安全性に関し充分
な配慮が払われていることが窺われた.
(筆者;国 立極地研究所運営協議員,京 都府立医科大学
医学部教授)
南極観測隊便り
一策30次隊の近況一
昭和基地
4月 下旬 より開始 されていた,と っつ き岬及び,
S-16へのルー ト工作は5月1日 にとっつき岬 までを更
に8日 にはS-16までを終 「した.と っつ き岬 までの海
氷状況は良好で,一 ヶ所氷山を迂回したのみで,ほ ぼ直
線のルー トとなった.ま た,7日 には西オングル島,10,
11日にはラングボブデへの海氷ルー トが完成 した.
14,19日にはS-16雪上車,襯 等の堀 り出し,回収作
業が手空き総員で行われ,こ の作業時に気象ロボットの
点検作業を行っていた気象の隊員が両手に凍傷を負うな
ど全員が厳しい大陸での作業を体験 した.
10日,作業工作棟横の外灯柱に登 り作業をしていた機
械隊員が柱と共に倒れ,地 面で背中を強打.負 傷すると
いう事故が起ったが,経 過は良好で月末に退院すること
ができた.観 測や氷状調査のために続けられていた航空
機オペレーションは.飛行予定をほぼ消化 し,15日のフ
ライト以降天候不良のため冬明けのフライ ト再開まで飛
行を打ち切った.
生活面では17日より南極大学が開校 し,週2回 全員が
各々の専門や仕事のこと,趣味などを講義することにな
っている.また,南 極の最大のイベ ントである ミッドウ
ィンター(冬至祭)に向けて準備が始められた.
5月に入って一30℃を割る,昭 和基地では異例とも
言える寒い日が続いたが,太 陽の昇 らないこの季節を明
るく過ごそうと,ミ ッドウィンター祭の企画が色々と練
られている.
あすか観測拠点
5月に入 り快晴日数が合計12日で風 も弱い日が多く穏
やかな冬入 りを感 じさせた.晴 天が多いことから放射冷
却の影響 も加わって気温が ぐん ぐん下が り,-42.9℃
と早 くも昨年1年 間の最低記録を突破 した.
このため屋外での作業はますます困難となってきた.
特に車両はエンジンがかか りにくく,長時間の暖機運転
が必要なため,除雪やゴミ捨てなどの生活関連作業を行
う場合で も朝から周到な準備を必要とするようになった.
厳寒の中でも車両の整備を行えるようにと4月 より準備,
工事を行ってきた仮ガレージが完成し,大型車両の整備
が寒風にさらされることなく行えるようになった.間 も
なく迎えるミッドウィンターに向けての催しも始まり,
太陽が再び顔を見せる7月 の末まで,雪 面下での畏い冬
ごもりカざ続 く.
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村山雅美名誉教授 叙位叙勲を授与される
国 ウニ極地研究所名誉教授村山雅美氏は,平成元年4月
29日に勲三等旭日中綬章を授与されました.
同名誉教授は,南 極地域観測に貢献され昭和56年4月
に国立極地研究所を退官されました.
【
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第14回南極隅石シンポジウム
?〜
芒
上 記 シ ンポ ジ ウム は,6月6日 か ら8日 まで の3日 間
国 立 極 地 研 究 所6階 講 堂 に お い て 開 催 され た.梅 雨 直 前
の 比 較 的 良好 な 天気 に 恵 まれ,127名の 研 究 者 が 出 席 し
た.ま た海 外 か らは,米 国5,英 国,ポ ー ラ ン ド,ブ ラ
ジ ル か ら各1名 の計8名 の研 究 者 が 参加 した.当 初 出席
を予 定 して い た 中国,地 球 化学 研 究 所 の 研 究 者 は,中 国
国 内 情 勢 の 悪 化 の た め に,結 局 取 りやめ とな っ た.発 表
論 文 数 は,67編 で そ の他 に,ア ブ ス トラ ク トの みの 参 加
が8編 あ っ た.最 終 セ ッシ ョ ンで は,招 待 者 で ある,米
国 パ デ ュ ー 大 学 のM.リ プ シ ュ ッツ教 授 の 「南 極 阻 石
と非 南 極 明 石 の 比較 」 と題 した一一時 間の 特 別 講 演 が 行 わ
れ 幕 を と じた.
プ ロ グ ラ ムの 順 を 送 っ て 各セ ッシ ョ ンで の トピ ックス
を報 告 す る.初 日午 前 の セ ッシ ョ ンで は.限 石 フ ィール
ドに関 係 した発 表が あ っ た.こ の 中 で は.29次南 極 地 域
観 測 隊 に よ り,新 た に2000個を越 え る明 石 が 採 集 され た
こ とが,そ の 中 のい くつ か のエ コ ン ドラ イ トの写 真 を従
え 報 告 され,研 究者 に新 しい1;lvaに対 す る期 待 を高 め た.
ま た,石 英 中のBeloとA126の測 定 に よ り,七 一 ル ロ ン
ダー ネ 山 地 が100万年 以 上 氷 床 にお お わ れ る こ とな く露
出 して いた こ と が発 表 さ れ,阻 石 研 究 者 だ けで な く地 理
研 究 者 に も注 目 され た.南 極 横 断 山脈 で は,露 岩 の 露 出
年 代 の 古 い 所 で は,陽 石 の 落'ド年代 も古 く,ま た露 出 年
代 の 若 い露 岩 周 辺で は,落 下年 代 の若 い1損石 が 分布 す る
こ とが わか って お り,あ す か限 石 の 落下 年 代 の 測定 結 果
が どの よ うな値 を示 す かが 注 目さ れ る.
次 の セ ッシ ョ ンで は,コ ンソ ー テ ィア ム研 究 の 成 果 が
発 表 され た.現 在,{U月 限 石,〔2)特異 な1;員石,B℃1炭
素 質損 石 の3つ の コ ン ソ ーテ ィア ム研 究 が 進 め られ て お
り,月 限 石 関 係 で は3編,特 異 な 阻 石 関 係 で1編,　 CI
炭 素 質 阻 石 関 係 で7件 の 発 表 が あ った.」;の 中 で 特 異 な
明 石 に 関 す る発 表 が 少 なか った の は,ス タ ー ト して 問 も
な いた め で,今 回 も シ ンポ ジ ウ ム を機 に 別 に メ ンバ ー に
よ る集 会 が 持 たれ て お り,次 回 で の 発 表 が 期 待 され る.
CI炭 素 質 阻 石 の コ ン ソ ー テ ィア ム 研 究 は,B-7904,
Y-82162,Y-86720の3つの 限 石 を 対 象 と して 行 われ て
い る,こ れ ら3つ の[1員石 は,加 水 変 質 の 後 に熱 変 成 を受
け た 特 異 な炭 素 質 「;貴石 で,こ れ まで に,南 極 以外 か らは,
発 見 され て い ない.こ れ らの う ちB-7904とY-86720は,
酸 素 回 付:体に よる 分 類 で はCIタ イプ と され る に もか か
わ らず,岩 石 鉱 物 学 的 に はCMと され る1損石 で,こ れ
まで の 分 類 基 準 で は 当て は ま らな い.コ ン ソー テ ィア ム
グ ルー プ に よ り,新 しい 「損石 種 と して確 立 され る こ とが
待 た れ る.
鉱 物 学 岩 石 学 研 究 の セ ッシ ョ ンで は,コ ン ドラ イ トに
関 す る研 究が4編,エ コ ン ドラ イ トに 関す る研 究 が4編,
限盲 あ る い は,鉱 物 を用 い た実 験 的 研 究 が5編 あ った.
こ の 中 で,コ ン ドル ー ル の形 成 につ い て一 つ の 仮 説 が 提
案 され た,こ れ まで コ ン ドル ー ルの 形 成 につ いて は,主
に2つ の 説が あ る.一 つ は,原 始 星 雲 中で.ダ ス トが 放
電 や太 陽 の放 射 熱 に よ り液 滴 と な り,そ の 後 患 冷 され て
コ ン ドル ー ル とな っ た とい う説 .も う… つ は,ダ ス トか
ら形 成 され た微 惑 星 ど う しが 衝 突 し,そ の 時 の 熱 エ ネ ル
ギ ー で溶 けて 飛 び ち った 飛 沫 に よ り コ ン ドル ール が 形 成
され た と い う説.し か しど ち らに も一 長 一 短 が あ り,一
つ の統 一一され た説 と はな って い な い .こ れ ら に対 し今 回
提 案 さ れ た説 は,ス ポ ン ジの よ うな 多 孔 質 の 微 惑 星 が衝
突 した時,そ の シ ョ ックで 微惑 星 内 で コ ン ドル ー ル が形
成 され た とい う もの で あ る.今 後 い ろ い ろ の 分 野 の研 究
者 に よ りこの 仮 説 が 検 証 され て 行 く と思 わ れ る.
化 学 の 分野 で は,希 ガ ス と陽 石 の 落 下年 代 に 関 した発
表 が14編 と比 較 的 多 か った.限 石 の 落 下年 代 につ い て は
現 在 当研 究 所 の 特 別 共 同 研 究 と して 進 め られ て い る問 題
で もあ り,阻 石 の ベ ア リ ン グ を議 論 す る 上 で も大 切 な
デ ー タ とな る の で,多 くの質 の 高 い デ ー タが 公 表 され る
のが 待 た れ る.
そ の他 で は,富 山 県で,衝 撃 に よ って で きた イ ンパ ク
タイ トとい う岩石 と と もに,限 石 ク レー ター が 発 見 され
た とい う 報告 が あ っ た.イ ギ リ ス大 英 博物 館 発 行 の陽 石
カ タ ロ グ に は,日 本 国 内 で は,疑 問 符 が つ い た ク レー
ターが3個 記 さ れて いる が,正 式 に 認 め られ た もの は な
い.し た が っ て も しこれ が 認 め られ れ ば ,日 本 で初 めて
の限 石 ク レー タ ー と い う こ とに な る .
最 後 を しめ く くっ て行 わ れ た りプ シ ュ ッツ教 授 の 講 演
は,南 極 限石 と非 南 極 陽 石 に ち が い が あ る と い う もの で
あ っ た,彼 は 南 極 産 と非 南 極産 の 普 通 コ ン ドラ イ トの 微
量 成 分 に は,有 意 な 差 が あ り しか もこ の差 は,南 極 「貴石
が 南 極 で 風 化 され る こ とに よ り起 っ た もの で は な く地 球
に落 下 す る以 前 に ちが い が あ っ た と して い る,そ して こ
のち が い とい うの は,現 在 地球 に落 下 して くる[il石と10
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万年以前に落下 した隅石とではともに摸 していた母集団
のちがいによると結論した.こ のことについてはまった
く同じ隅石集団という意見を持 った研究者もおり将来解
決しなければいけない問題の一つである.た だつけ加え
れば,南 極除石の間でも落下年代に差があり,や まと陽
石は,ア ランヒルズ限石と現在落下する陽石の間の時代
に落下してお り,この問題に関 してはキーとなる可能性
が考えられる.
このようにして今年のシンポジウムは幕をとじたが,
ここ数年毎回100人を超える明石研究者が参加 しており,
また海外からも10人前後の研究者が参加 している.この
ことは,こ のシンポジウムが,国 内においては,隅石研
究成果を発表する大きな場となっていることを示すとと
もに,国際シンポジウムとしてもう少しはっきりした性
格付けをし,大 きく脱皮する時期に来た ものと思われる.
そうなることがまた南極陽石を最も有効ならしめること
になろう.
平成元年度国立学校特別会計予算の概要
平成元年度予算は,去 る1月24日に政府原案が決定さ
れたが,リ クルー ト問題の影響を受け,昨年に続き暫定
予算 となり期間は50日間であったが,そ の後も成立せず
異例 とも言える1週 間の空白期間を経て自然成立となっ
た,
平成元年度予算は,財 政が依然として厳しい状況にあ
ることから,前年同様歳出予算の見直 し,節減合理化を
基本として編成されている.
国立学校特別会計予算においては対前年度5.2%増と
なっているが,こ のうち3.9%は給与改善分 となってい
る.
又,本 年より消費税が実施 されたことにより,その影
響額が適切に計上されている.
このような状況の中で当研究所の国立学校特別会計予
算の概要は次のとお りである.
1.研究.観 測機器の整備充実
「深層氷床掘削機(3年計画2年 次)」が引き続き計上
された,そ の他大型特別機械設備で も 「画像データ自動
検索装置(2-2)」が計上 された.
2,共同研究の推進
「東クイーンモー ドランド地域雪氷,地 学の多重解析
(7-7)」の他,新 たに 「極地生態系における基礎生産
とエネルギー移動の研究(5-1)1が計上された,
3,極地関係資料等の整備
「南極限石の分類整理等経費」「極地資料収集調査費」
「特別研究報告出版費」が引き続き計上された.
以上が研究所の主な予算であるが,こ の他に電子計算
機経費,学 術研究経費,運営事務費等が計上されている.
なお,昨 年まで計上されていた観測機器等の研究開発
経費は,本年より研究特別経費に組替となったため 「動
物行動 自記記録計 システムの研究開発(5-5>」他2件
については,現在別途要求中である.
月例報告(3～4月)
昭和基地
29次越冬隊 と30次夏隊の 「しらせ」への収容が3月3
日に行われ,30次越冬隊29名だけの本格的な越冬生活に
入 った,越冬中の生活面での規則や生活業務分担 を取 り
決めた.ま た,安全管理の面では,東 オングル島の地理
把握のための遠足,野 外装備品の取扱い訓練 消火訓練
等 を行った.
一観測報告一
気象;4月 初旬からの気温低下で海水面が広がっていた
オングル海峡が完全結氷 した.総 合自動気象観測装置
〔AMOS-2)の動作はほぼ順調である,
宙空:大 型アンテナはMOS-1,　EXOS-Dを受信 して
いる.3月27日からはEXOS-Dデー タのインマル伝送
を開始 した.
気水圏:Vレ ーダやPPIレーダ等の降水関連の観測,
NOAA衛星受信,微 量気体 ・エアロゾル観測は順調に
行われている,
医学 ・生物:南 極における 「ヒ ト」の生理学的研究 を
様々な手法で実施 している.
一設営報告一
機械:衛 星受信棟空調 ・電気設備工事,各 棟の電源切 り
替え工事,観 測棟暖房機更新工事などを行った.
航空:4月26・27日にピラタス1,2号 機の初フライト
を行った.
あすか観測拠点
気温の低下と共に雪面が固く締 まってきて飛雪が少な
くなり,夏期間のような視程の悪いブリザードはなくな
った,ま た,強風に削 られて雪面が徐々に下がってきて
お り,一時は完全に雪に埋没 していた観測棟,発 電棟の
風上側も姿を見せ始めた.
一観測報告一
気水圏:3月 に5回,4月 に4回 の高層気象観測を実施
した.　4～SOOmbから200mb位までの中間高度の受信
状態が悪い.
雪氷実験室とボーリング作業場 を整備し,浅層ボーリ
ングを開始した.
宙空:地 磁気の定常観測に加 えて夜間光学観測を開始 し
た.オ ーロラ観測用 ドームの結露が問題となっている.
また,静 電ノイズや機器の トラブルが多 く,修理に追わ
れている.
設営工学:各棟の相対的位置の変化と沈下量の測定,主
屋棟の流動測定,基 地周辺の ドリフト地形測量,発 電棟
U字 管測定等を実施 した.
一設営報告一
ロータリー除雪車の整備,雪 洞の配線工事を実施 した.
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南 極 月 別 気 象 資 料 　(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max,temp、)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Meanpressure,sealeveD　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度　 (Meanrelatlvehumidity)　〔%
平 均 風 速CMean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.mean)　〔m/s)
瞬 間 最 大 風 速　 (Gust)　〔m/s)
平 均 雲 量 〔Meancloudcover)　(1/10)
快 晴 日数 　(Number　of　clear　days)
昭 和 基 地
(Syowa:89532)
3月(May.)
6、2
一 〇.4
一14 .8
986、9
3.0
76
4月(Apr、)
一12
.0
一3 .3
一28
.3
990、0
2.0
71
あ す か 観測 拠 点
(Asuka;89524)
3月(May.)
一17
,2
一9
.o
－33
.3
4月(Apr.)
一19
.6
一10
.9
一32 .3
871.9
(stati・n　pressure)
874.0
8.48.413.712.4
27.1(28,ENE)28.2(10、ENE)25.0(7.SE>272CIO .ESE)
34.6(8.8,ENE}37.1〔6.6.ENE)30.2〔7.SE)
8,86,6
1
??
32.7(10,ESE)
【極地豆事典】
海洋観測衛星MOS-1
/歯
ノ's
MOS-1,　MESSRバ ン ド4画 像.1989年2月23日,パ ス60,
画 像 は90×100km,〔宇 宙 開発 事 業 団 地 球 観 測 セ ン ター に て
画 像 処 理.)
昭和基地に大型アンテナ 〔多目的衛星受信システム)
が完成 したのに伴い,オ ーロラ観測衛星EXOS-Dと
共に,海 洋観測衛星 「もも1号」(MOS-1)の受信が
始まった.こ の衛星は,1987年2月,宇宙開発事業団
によって打 ち上げ られた.日 本初の極軌道地球観測衛
星である.「海洋観測衛星」と名付けられているが,海
洋の他,海 氷や雪氷,そ の他の地表面,大 気中の水蒸
気 や雲 の 観 測 を 目的 に,以 下 の 観 測 器 を搭 載 して い る,
1,　MESSR(可視 近 赤 外 放 射 計)
可 視 か ら近 赤 外 の 波長 域 に か け4つ の バ ン ドを もち,
50mの 分 解 能 で 地 表 面 の 情 報 を取 得 す る放 射 計,
CCDを セ ンサ ー と して い る の が 特 徴,観 測 幅 は100
　 km,
2.　VTIRC可視 熱 赤 外 放射 計)
可 視 に1バ ン ド,赤 外 域 に3つ の バ ン ドを も ち,バ
ン ド2が6μmの 水 帯 気 吸 収 帯 に あ るの が 特 徴.可
視0.9,赤外2.7kmの 分 解 能 で1500km幅を観 測 す
る.
3.MSR〔マ イ クロ波 放 射 計)
23.8と31.4GHzの2チャ ン ネ ル の マ イ ク ロ波 を受
け る 放 射 計 で,ア ンテ ナ を 回転 させ る こ とで 走 査 す
る,1画 素20～30kmの大 き さで,観 測 幅317km.
デ ー タ レ コー ダ を積 ん で い な い の で,観 測 デ ー タ は そ
の場 で 受 信 す る しか な く,南 極 域 の 観測 は 昭 和 基 地 で
の受 信 で 初 め て 可 能 に な っ た.
南 極 で の 観 測 デ ー タ か ら は,高 分 解 能 のMESSR
デ ー タ を使 った 氷 河 や棚 氷縁 の監 視,海 水 状 態 の 観 測 ,
MSRデ ー タ に よ る 海 上 の 水 蒸 気 や 雲 の 観 測,海 氷 分
布 の 観 測 等 が 中心 の テ ー マ に な っ て い る.左 上 に 示 し
た写 真 は,1989年2月,昭 和 基 地 で 受 信 さ れ た 初 期 の
デー タの1つ で,昭 和 基 地 沖 合 の 定 着 氷 と そ の縁 を移
動 中 の 大 氷 山 〔20×30km)の姿 が 示 さ れ て い る.流 氷
や定 着 氷 中の 氷 山(点 々)も見 え る こ とが で き る,
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